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＜９月２日 被造物を大切にする世界祈願日（9 月の第 1 日曜日）＞ 

回勅『ラウダート・シ――ともに暮らす家を大切に』（2015 年）で、全世界の人に向

けて、エコロジー（自然保護）に取り組むよう訴えた教皇フランシスコは、東方正教会に

ならって、環境保護のための助けを願う日をカトリック教会の暦に加えました。 

 地球規模の環境悪化が進む中、自然を破壊することなく、「わたしたち皆の家」であ

る地球を大切にし、調和のうちに発展していくことができるよう、この日、全世界のカト

リック教会で祈りがささげられます。いのちの与え主である神に賛美と感謝をささげると

ともに、自然を大切にする視点から、ライフスタイルを見直し、考え方を改める機会とし

ていきたいものです。      *教皇フランシスコのメッセージ（抜粋）次ページ参照 

 教会暦 教会行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９

月 

2 日 年間第 22 主日 

被造物を大切にする世界祈願日 

バザー委員会 11:30 

地区役員会④ 12:00 

7 金  初金曜日ミサ 7:00 10:00 

8 土 聖マリアの誕生 教会学校 始業式 

社会活動部炊き出し 

9 日 年間第 23 主日 教会掃除（担当：日曜班） 

典礼奉仕者の集い 12：30 

10 月 日本 205 福者殉教者  

14 金 十字架称賛  

16 日 年間第 24 主日 幼児を持つ親の集い 11:00 

ふれあい広場 

17 月  三日月会 総会 

19 水  司祭評議会（大阪教区） 

21 金 聖マタイ使徒福音記者 教会掃除（担当：灘北 1・北・三田） 

23 日 年間第 25 主日 

世界難民移住移動者の日 

 

24 月  病者と障害者とともに歩むミサ 

 14:00（大阪カテドラル） 

六甲教会受付休み（振替休日のため） 

26 水  教区健康の日（月修） 

27 木  定期清掃 

29 土 聖ミカエル聖ガブリエル聖ラファエル大天使  

30 日 年間第 26 主日 バーベキュー大会 10 時ミサ後 

９ 
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＜９月２３日 世界難民移住移動者の日（9 月の第 4 日曜日）＞ 

「世界難民移住移動者の日」は、各小教区とカトリック施設が、国籍を超えた神の国を

求めて、真の信仰共同体を築き、全世界の人々と「ともに生きる」決意を新たにする日で

す。日本の教会でこの分野の活動を受け持つ日本カトリック難民移住移動者委員会は、日

本と全世界にある協力グループとともに、活動の推進、連絡、協力、支援、情報の交流等

を行っています。そのために祈りと献金がささげられます。おもな活動は次のとおりです。 

1. 滞日･在日外国人とともに 

2. 定住難民や新難民とともに 

3. 外国人船員や国際交通機関の乗務員とその家族とともに 

4. 海外日本人・海外移住者(海外旅行者も含む)とともに 

5. 海外日本人宣教者、外国人宣教者とともに 

*教皇フランシスコのメッセージ（全文）次ページ参照 

 

 教会暦 教会行事 

 

 

 

 

 

 

 

10 

月 

5 金  初金曜日ミサ 7:00 10:00 

教会掃除（担当：東灘北 2・芦屋） 

6 土  高山右近講演会 

7 日 年間第 27 主日  

8 月  教会受付休み(体育の日のため) 

12 金  教会掃除（担当：灘南・神戸西） 

13 土  社会活動部炊き出し 

14 日 年間第 28 主日 小教区評議会 12:00 

18 木 聖ルカ福音記者  

19 金  教会掃除（担当：灘西・中央） 

20 土  典礼部会 10：00 

21 日 年間第 29 主日 

世界宣教の日 

教区国際協力の日 

幼児を持つ親の集い 11:00 

ふれあい広場 

バザー委員会 11:30 

24 水  教区月修 

25 木  高山右近巡礼ツアー(～27 日) 

27 土  教会学校 練成会(～28 日) 

28 日 年間第 30 主日 教区典礼研修会 

教会掃除（担当：日曜班） 

施設管理部 11:30 

祈りと音楽の集い 14:00 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 

2016 年 9 月 1 日「被造物を大切にする世界祈願日」教皇メッセージ 

「わたしたちの共通の家にいつくしみを」より 

わたしたちは自分の罪や非常に困難な課題に直面しても、決して希望を失いません。「創造主は

決してわたしたちをお見捨てになりません。神は決してご自身の愛する計画を放棄したり、わたし
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たちをお造りになったことを後悔したりなさいません。……主がご自身をわたしたちの地球と決定

的に結ばれ、またその愛が、前へと向かう新たな道を見いだすよう、たえずわたしたちを駆り立て

てくれるからです」。とりわけ 9月 1日に、そしてその後は一年中、次のように祈りましょう。 

 

おお、貧しい人々の神よ、 

あなたの目にはかけがえのない 

      この地球上で見捨てられ、忘れ去られた人々を救い出すため、 

わたしたちを助けてください。 

愛の神よ、 

      地球上のすべての被造物へのあなたの愛の道具として、 

この世界でのわたしたちの役割をお示しください。 

いつくしみ深い神よ、 

あなたのゆるしを受けて、 

わたしたちの共通の家全体に 

      あなたのいつくしみを運ぶことができますように。 

あなたはたたえられますように。 

           アーメン。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 

2018 年「世界難民移住移動者の日」教皇メッセージ 

「移住者と難民に対する受け入れ、保護、促進、共生」 

 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん 

「あなたたちのもとに寄留する者をあなたたちのうちの土地に生まれた者同様に扱い、自分自身の

ように愛しなさい。なぜなら、あなたたちもエジプトの国においては寄留者であったからである。

わたしはあなたたちの神、主である」（レビ記 19・34）。 

教皇職に就いてから数年間、わたしは戦争や迫害、自然災害、貧困から逃れてきた多くの移住者

と難民の悲惨な状況にとりわけ心を痛めていると、繰り返し述べてきました。その状態が「時のし

るし」であることは、疑いようもありません。わたしは 2013 年 7 月 8 日にランペドゥーサ島を訪

れて以来、聖霊の助けのもとに、このしるしを読み解こうと努めてきました。「人間開発のための

部署」を新たに設立した際、わたしは移住者、避難民、難民、そして人身売買の被害者に対する教

会の配慮を示すための特別な部署を――当面はわたしの指揮下で――設けたいと望みました。 

わたしたちの家の扉をたたく外国人は皆、イエス・キリストと出会うための一つの機会です。イ

エスは迎え入れられたり、拒絶されたりしているあらゆる時代の外国人の内におられるからです

（マタイ 25・35、43 参照）。主は、よりよい未来を求めて祖国を去らざるをえない人々を一人ひ

とり、教会の母なる愛にゆだねておられます。この心遣いを、移住のあらゆる段階――出国から移

動を経て入国、帰国まで――で具体的に表わさなければなりません。これは重大な責任です。教会

はその責任をすべての信者と善意の人々と共有したいと望んでいます。それらの人々は、現代にお
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ける移住現象が抱える多くの課題に、寛容さと迅速さと知恵と洞察力をもって、自らの能力に応じ

て取り組むよう求められています。 

この点について、わたしは次のことを再確認したいと思います。「わたしたちが共同で行う対策

は、受け入れる、守る、促進する、共生するという四つの動詞によって言い表すことができます」。  

現状から考えると、「迎える」こととは、目的国に安全かつ合法的に入国するための選択肢を、

移住者と難民により多く提供することにほかなりません。そのためには、人道支援を目的とするビ

ザと、家族が合流するためのビザの発行数を増やし、その手続きを簡略化するために具体的に対処

すべきです。わたしはまた、より多くの国が個人もしくは共同体の主催するプログラムを取り入れ、

もっとも弱い立場にある難民のために人道支援ルートを切り開くよう切望します。さらに、隣国内

の紛争から逃れてきた人々には、特別臨時ビザが与えられるべきです。移住者と難民を集団的に強

制送還することは適切な解決法ではありません。人間の尊厳と基本的な権利の尊重を保障できない

国に送還する場合はなおさらです。わたしはここで再び、移住者と難民にしかるべき適切な定住先

を最初に提供することの重要性を強調したいと思います。「さまざまな地域ですでに始められてい

る受け入れプログラムが広まれば広まるほど、人々の出会いは促され、サービスの質は向上し、成

功がさらに保証されます」。わたしの敬愛する前任者ベネディクト十六世が断言しているように、

わたしたちは人間を中心に据えるという原則のもとに、つねに国家の安全よりも個人の安全を優先

しなければなりません。したがって、国境を管理する人々は適切な訓練を受けるべきです。移住者

と庇護希望者と難民が直面している状況は、個人の安全の保障と、基本的なサービスの確保を必要

としています。人間一人ひとりの基本的な尊厳のためにも、許可なく入国した人々に、拘禁にとっ

て代わる措置が優先的に適用されるよう尽力しなければなりません。 

第二の動詞「守る」は、在留資格に関係なく、移住者と難民の権利と尊厳を守る行動全般に対し

て用いられます。この保護は、母国から始まります。出国前に正確で信頼性のある情報を提供し、

不法な人員募集から彼らを守るのです。このことは、移住先の国でも可能な限り、継続されるべき

です。彼らが領事館から適切な支援を受け、身分証明書をつねに保持する権利をもち、司法当局と

の公正な結びつきと、自分の銀行口座を開く可能性を与えられ、生きるために最低限必要なものを

保証されるようにするのです。移住者と庇護希望者と難民の能力とスキルは、もしそれらが正しく

認識され評価されるなら、受け入れる側の共同体の真の財産となります。したがって、受け入れ国

の中を移動する自由、就労の可能性、そしてコミュニケーションツールへのアクセスが、彼らの尊

厳を尊重しつつ与えられるよう望みます。母国に戻ると決意した人々のためには、彼らが職業的に

も、社会的にも再び適応するためのプログラムを充実させる必要があることを強調したいと思いま

す。『児童の権利に関する条約』には、未成年の移住者の保護の普遍的な法的基盤が示されていま

す。彼らが在留資格によるあらゆる種類の拘禁を免れ、初中等教育をつねに受けられるよう保証す

る必要があります。また、彼らが成年に達しても、受け入れ国に正規滞在し、勉学を続けられるよ

う保証することも必要です。保護者のいない子どもや家族から離れて生活する子どものために、一

時的な後見人や里親を提供するプログラムを備えることも重要です。国籍を取得するという普遍的

な権利は、出生時にすべての子どもに与えられ、適切なかたちで証明されるべきです。移住者と難

民がしばしば陥る無国籍状態は、「国際法の基本的原則に即した国籍法」によって容易に回避する

ことができます。在留資格により、国民健康保険や年金制度への加入が制限されたり、本国送還の

際の還付金の送付が影響を受けたりすることがあってはなりません。 
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「促進する」ことは、創造主の望まれる人間像を構成するあらゆる側面において、すべての移住

者、難民、そして受け入れる側の共同体が人としてその能力を十分に発揮できるようにすることを

本質的に意味します。それらの側面の中でも、宗教的な側面の真の価値が認識されなければなりま

せん。自らの地域内で自分の宗教を公言し、信仰する自由をすべての外国人に保障すべきです。多

くの移住者と難民は、適切に認識、評価されるべき能力を備えています。「人間の労働とは本質的

に諸国民を一致させるものです」。したがってわたしは雇用機会、言語を学ぶ機会、そして市民と

して活発に活動し、母国語で適切な情報を得る機会を、庇護希望者を含むすべての人に保障するこ

とによって、移住者と難民の社会面、就労面での適応を促進するために尽力するよう勧めます。未

成年の移住者の場合、彼らの労働は、搾取をなくし彼らの正常な成長を脅かさないために規制すべ

きです。2006 年にベネディクト十六世は、移住において家庭がいかに「いのちの文化の場であり源

であると同時に、価値観を培う場」となっているかを強調しました。家族は、一つになるようつね

に促されるべきです。家族――祖父母、兄弟、孫を含む―が、どんなに経費がかかっても再び合流

するよう促すべきです。障害を抱えた移住者、庇護希望者、難民には、より充実したケアと支援が

保障されなければなりません。わたしは、国際協力と人道支援の分野における、多くの国のこれま

での貢献に感謝しています。そしてそれらの支援が、非常に多くの移住者と難民を受け入れている

発展途上国のニーズ（医療、社会面の援助や教育など）に合わせて提供され、物品が欠乏し無防備

な状態にある地域の共同体にも届けられるよう望みます。 

最後の動詞「共生する」は、移住者と難民の存在によって異なる文化がともに豊かになる機会に

対して用いられます。「共生というのは、移住者が自らの文化的アイデンティティを抑圧され、忘

れ去ってしまうような同化を意味しているのではありません。むしろ、他の人とのかかわりは、彼

らがもつすばらしい面を快く受け入れるように心を開き、他者の中にある『隠されているもの』を

見つけ出すように導きます。そして、お互いにもっとよく知り合うようになるのです。これは、人

類への多面的な神のたまものをもっともっと反映されるようになるために社会や文化を形成して

いくことを目指す、長いプロセスです」。このプロセスは、経済的、言語的な条件に関係なく市民

権を与え、移住者の国内長期滞在を特別に合法化する道を探ることにより、加速させることができ

ます。わたしはさらに、出会いの文化をあらゆる方法ではぐくむ必要があることを再び強調したい

と思います。それらの方法には、異文化交流の機会を増やすこと、共生に結びつく優れた行いを文

書化して広めること、さらには地元の共同体が共生に向けて進むための準備プログラムを推し進め

ることが含まれます。また、人道的危機のために移住先の国を去らざるをえない外国人の特別なケ

ースにも焦点を当てたいと思います。それらの人々は、本国に戻り、そこでの労働に再び適応する

ためのプログラムに参加するために、適切な支援を確かに受ける必要があります。 

教会は司牧的伝統に従い、上記のすべての取り組みを自ら行う用意がありますが、望ましい結果

を得るためには、政府と市民社会がそれぞれの責務に応じて貢献することが欠かせません。 

各国首脳は、2016 年 9 月 19 日にニューヨークで開催された国連サミットにおいて、移住者と難

民のいのちを守り、彼らの権利を尊重するために尽力する意向を明確にし、その責務を地球規模で

分かち合うと明言しました。各国はこの目的のために、2018 年末までに二つのグローバル・コンパ

クトの草案を作成し、採択するよう努めます。一方は難民のため、もう一方は移住者のためのもの

です。 
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親愛なる兄弟姉妹の皆さん、今、進行しているこれらのプロセスに照らして考えても、これから

の数か月は、この四つの動詞で表現させる具体的な行動を提示し、支えるのにふさわしい特別な機

会です。したがって、政府と市民社会でこの二つのグローバル・コンパクトの採択プロセスにかか

わるすべての人々――もしくはかかわりたいと望む人々――に、あらゆる機会を駆使してこのメッ

セージを伝えてください。 

今日 8 月 15 日に、わたしたちは「聖母の被昇天の祭日」を祝います。聖母は国外逃亡という苦

難を体験し（マタイ 2・13－15 参照）、ゴルゴタまで御子の旅に愛をもって寄り添い、そして今、

御子の永遠の栄光にともにあずかっておられます。世界中の移住者と難民の希望と、受け入れ側の

共同体の願いをマリアの母なる取り次ぎにゆだねます。わたしたちが神の命令に従い、他者、外国

人を自分自身のように愛することができますように。 

バチカンにて 

2017 年 8月 15 日 聖母被昇天の祭日 

フランシスコ 

                                         

 

＜行事報告＞ 

納涼の夕べ（８月１８日） 

手をつなぎ心をつないで夏祭り！ 

 

８月１８日お天気にも恵まれ過ごしやすい夜の中、納涼の夕べが開催されました。

参加者も多く盛況でした。利益は全額教会に寄付致しました。 

東京から駆けつけてくださった作曲者の鈴木さんと「神の恵みの水」を歌えたのは嬉しいハプニ

ングでした。 

最後になりますが、暑い中会場設営にご参加くださった皆様、また納涼の夕べにご参加くださっ

たすべての皆さま有難うございました。おかげさまで納涼の夕べを無事終えることが出来ました。

次回以降のさらなる発展を祈念いたしまして報告に替えさせていただきます。 

（納涼の夕べ企画チーム 佐藤） 

 

～・～・～・～・～・～・～ 

 

納涼の夕べのステージに、従妹の親子に誘われて私はヴァイオリン、息子はチェロで出演しまし

た。懐かしい六甲教会の皆様が温かい目で見守って下さるのを感じて、本当に有り難くて嬉しい夜

でした。                                     （内藤） 
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≪ お 知 ら せ ≫ 教会のみなさまに知って頂きたい活動やお知らせです

 

★社会活動部より★ 

9月 5日 （水）  10時  手芸の集い（第 1、第 2会議室）  どなたでも参加ご自由です。 

9月 10日 （月）  9時半 ともしび会 （イグナチオホール台所） 施設の子どもたちへのケーキ作り 

9月 15日 （土）  10時  炊き出し （イグナチオホール 台所） 

                     小野浜グランドにて、おじさん達のお話相手や配食だけでも OKです。 

9月 16日 （日）  10時ミサ後 ふれあい広場 （イグナチオホール） 

9月 28日 （金）  9時半 ともしび会 （イグナチオホール台所） 施設の子どもたちへのケーキ作り 

 

 

★典礼部より★ 

＊＊＊ 典礼奉仕者の集いについて ＊＊＊ 

 

日 時： ９月９日（日）１２：３０～１５：３０ 

場 所： 第１・第２会議室 

テーマ： 「典礼奉仕者の方針」について 

対象者： 朗読、先唱、聖体授与、祭壇奉仕、独唱、オルガン、 

ギター、聖歌隊、お花係、案内係、高齢者訪問（初金ミサ等、 

週日ミサの奉仕者も含みます。） 

 

今回は『典礼奉仕者の方針』についての説明、黙想、方針について皆様で分かち合い、意見の

交換をいたします。皆様のご参加をお願いいたします。 

 

 

★壮年会・婦人会より★ 

バーベキュー大会 

 
秋めく昼のひととき、食べて、飲んで、楽しく交流しましょう！ 

たくさん来てくださいね～。 

 

日 時 ９月３０日（日）１０時ミサ後 

参加費 ３００円（ビール、飲み物付） 

 

なお、当日のイグナチオ喫茶はお休みです。 
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ご報告 

六甲教会より「ふっこうのかけ橋」事務局に送金いたしました。 

みなさまご協力ありがとうございました。    （評議会議長 中西） 

 

 

 

以上 

 

  

 

 

 
 
 

 

                                                                         

教会報 10 月号の発行は、9 月 30 日（日）です。 

原稿は 9 月 16 日(日)までに教会受付へご提出  

ください。FAX 及びメールでも受付いたします。    

(広報部) 

http://www.rokko-catholic.jp 

カ ト リ ッ ク 六 甲 教 会 

〒6 5 7 - 0 0 6 1 神 戸 市 灘 区 赤 松 町 3 - 1 - 2 1 

電 話 ０ ７ ８ - ８ ５ １ - ２ ８ ４ ６ 

F A X ０ ７ ８ - ８ ５ １ - ９ ０ ２ ３ 

Mai l  address r e n r a k u @ r o k k o - c a t h o l i c . j p 

発 行 責 任 者 ア ル フ レ ド ・ セ ゴ ビ ア 

編 集 広 報 部 

六甲教会受付休み 

 

2018年 9月 24日（月） 秋分の日の振替休日 

2018年 10月 8日（月） 体育の日 

 

 


